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スマートファクトリー『M3Visionモニタ』 

1 

対象工場 ジャパンセミコンダクター 
大分事業所 

対象工場では半導体原料となるシリコンウェハーを 
podというケースに入れ、多くの製造工程（製造 
装置）を経由させる。この製造装置間の移動は 
PC等より指示システムが作業員に指示を行い 
ワゴン等で作業員が装置間の移動を行っている。 
本システムは、これらの作業員の位置を把握し、 
製造装置稼働情報、製品ステータス情報等と 
IoT技術で重畳し、作業効率を飛躍的にあげる 
ためのプラットフォームである。 

製造装置 
×約1,000台 

ロット(製品) 

作業員は、 
 １）製品のロットを指示された工程の機械に運びセットする 
 ２）工程処理が終了したロットを次の工程の機械に運ぶ 

製造装置稼働 
情報収集サーバ 

 製造装置の稼働状況把握は既に 
別ｼｽﾃﾑで行っていたが、人待ちが 
発生しても人の場所がわからなかった。 

装置稼働情報 
取得 

Powered by 

位置取得サーバ 

JSCモニタ 
クライアント 
プログラム 

JSCモニタ 
サーバプログラム 

JSCモニタ 
スマホアプリ 製造装置 

工場内ネットワーク用 
Wi-Fi AP ×100台 

作業員用スマートフォン 
×約120台 

作業員用 
スマートフォン 

BLEビーコン 

作業員位置推定用 
BLEビーコン ×約2300台 

Wi-Fi通信 
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工程管理者（作業長） 

MES 

工場内はWi-Fi整備
され全域通信可能 

B棟 

Ａ棟 

ジャパンセミコンダクター岩手本社(上) 
取締役社長 森重哉(左) 

『M3Visionモニタ』 
 3つのM 
 Man&Material&Machine(人/ﾓﾉ/設備) 
 3つのVision 
 リアルモニタ・先見改善・No1工場を目指す夢 

 ■システム名称説明(込めた思い) 
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測位サーバ 屋内測位システム 

半導体製品製造工場・クリーンルーム内に 
於ける特殊環境下での作業員の位置情報 
をリアルタイムモニタするシステム 

MES 装置稼働情報 
 QMT情報・アラーム情報 
 チャンバ稼働情報 
製品在庫情報 
作業者勤務情報 

CADマップ 
Beaconマップ 
位置測位情報 
作業担当・状態 
デバイス稼働情報 

装置（総台数：約1000台） 
測位システム構築 

Beacon設置 
Beacon電波の距離に 
よる減衰の規則性を利 
用し位置情報の精度を 
確保する(通信間隔:5秒) 

安全対策により定時間加速度センサーが 
感知しない場合は異常発報 
情報セキュリティ対応にて社内ネットワーク 
(ファイヤー・ウォール)にて社外通信を遮断 

スマートフォン・アプリ 

CADレイアウト上に 
測位/装置稼働/製品 
作業者スキルの情報集約 
し、リアルタイムモニタ化 

既存MESデータと位置測位結果を紐付けし 
“人”のオンライン稼働率を算出 

人の“稼働率”算出 

スマートファクトリー『M3Visionモニタ』 

・イベント発生装置の近傍作業者へ作業指示実施 

 『M3Visionモニタ』 

人員最適配置＆作業ガイド ＆ 

・M3(人・製品・装置)情報から 
      人員のフレキシブル配置を実施 
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改善構想・目指す姿と今後の目標 

改善 

事例 
改善 

構想 


